
議
員
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の

自
覚
を
も
ち
、
清
潔
・
公
正
な
職
務
に

徹
す
る
こ
と
が
つ
よ
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

加
須
市
議
会
は
市
民
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
議
員
の
政
治
倫
理
基
準
な
ど

を
定
め
た
「
加
須
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
」
を
２
０
１
１
年
３
月
に
制
定

（
左
）
、
同
年
10
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

第
４
条
「
市
の
工
事
等
に
関
す
る
遵
守

事
項
」
で
は
、
市
が
行
う
公
共
工
事
に

つ
い
て
、
「
契
約
等
を
辞
退
し
、
市
民

に
疑
惑
の
念
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

今
回
、
市
民
が
議
長
に
提
出
し
た
調

査
請
求
（
９
月
１
日
付
）
は
、
議
員
３

人
に
対
し
、
「
資
料
を
添
え
て
第
４
条

違
反
の
調
査
請
求
」
を
行
っ
た
も
の
で

す
。市

議
会
は
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

調
査
請
求
を
重
視
し
、
条
例
第
６
条
に

基
づ
き
「
政
治
倫
理
審
査
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
は
、
各
会
派
の
代
表

６
人
で
構
成
。
第
１
回
の
審
査
会
が
７

日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
に
日
本
共
産
党

議
員
団
長
の
小
坂
徳
蔵
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
条
例
第
７
条
に
基
づ
き
、

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
（
裏
面
へ
）

2011年3月制定 同年10月施行

（目的）

第１条 この条例は、加須市議会議員が、市政は市

民の厳粛なる信託によるものであることを認識し、

市民の代表者としての自覚を持ち、その地位による

影響力を行使して自己又は特例の者に利益を図るこ

とのないよう必要な措置を定めることにより、市政

に対する市民の信頼にこたえ清潔かつ公正で開かれ

た民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。

（市の工事等に関する遵守事項）

第４条 議員、その配偶者（内縁関係を含む。）及

び当該議員の2親等以内の親族又は同居の親族が経営

する企業並びに議員が実質的に経営に関与する企業

は、（略）市が行う工事請負契約を辞退し、市民に

疑惑の念を生じさせないよう努めなければならない。

（市民の調査請求権）

第５条 市民（略）は、次に掲げる事由があると認

めるときは、これを証する資料を添えて、議長に対

し調査を請求することができる。

（1）議員が政治倫理基準に違反した疑いがあるとき。

（2）議員が市の工事等に関する遵守事項に違反した

疑いがあるとき。

（審査会の設置等）

第６条 議長は、前項の規定による調査の請求を受

け、その請求に理由があると判断したときは、加須

市政治倫理条例審査会を設置し、これにその審査を

付託しなければならない。

（審査会の調査）

第７条 審査会は、（略）当該事案の適否又は存否

の調査を行うものとする。

（審査結果の公表等）

第９条 議長は、（略）審査結果の報告を受けたと

きは速やかに当該審査結果を請求者に通知するとと

もに議会に諮り、これを市民に公表するものとする。

「
３
人
の
議
員
の
関
連

企
業
が
、
市
の
公
共
工
事

を
受
注
し
て
い
る
疑
念
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
『
加
須

市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
』
に
違
反
し
て
い
る
疑

い
が
あ
る
」
と
し
て
、
市

民
か
ら
市
議
会
議
長
に
対

し
、
調
査
を
求
め
た
請
求

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
は
請
求
内
容
を

重
く
受
け
止
め
、
７
日
に

政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置

し
、
調
査
を
開
始
し
ま
し

た
。



総
選
挙
は
、
19
日
解
散
、
来
月

２
日
公
示
・
14
日
投
開
票
の
日
程

が
濃
厚
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
解
散
・
総
選
挙
は
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
閣
議
決
定
、

消
費
税
増
税
、
雇
用
と
社
会
保
障

の
改
悪
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
の

新
基
地
建
設
、
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
な
ど
、
安
倍
暴
走
政
治
が
、

国
民
の
世
論
運
動
に
よ
っ
て
追
い

詰
め
ら
れ
た
結
果
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
消

費
税
10
％
引
き
上
げ
、
原
発
再
稼

働
い
ず
れ
も
安
倍
政
権
の
暴
走
メ

ニ
ュ
ー
に
対
し
、
世
論
は
反
対
が

大
多
数
で
す
（
円
グ
ラ
フ
）
。
こ

の
声
を
聞
か
ず
、
安
倍
暴
走
政
治

は
、
逆
方
向
で
暴
走
し
て
い
ま
す
。

安
倍
暴
走
政
治
に
対
す
る
市
民

の
反
撃
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
と
の
共
同
が
進
ん
で
い

ま
す
。

市
民
か
ら
６
月
市
議
会
に
、

「
消
費
税
10
％
増
税
ス
ト
ッ
プ
」

「
介
護
保
険
の
改
悪
反
対
」
「
年

金
引
き
上
げ
中
止
を
」
の
３
請
願

が
、
さ
ら
に
９
月
市
議
会
に
「
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
」

「
米
価
安
定
対
策
求
め
る
」
の
２

請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
請
願
採

択
に
力
を
尽
く
し
、
全
会
一
致
で

「
米
価
安
定
対
策
を
求
め
る
意
見

書
」
を
安
倍
首
相
を
は
じ
め
政
府

に
送
付
し
ま
し
た
。

総
選
挙
で
、
消
費
税
10
％
は
き
っ

ぱ
り
中
止
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

ご
い
っ
し
ょ
に
、
国
民
の
声
が

い
き
る
政
治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
は
市
民
の
み
な
さ

ん
と
共
同
し
、
全
力
を
上
げ
ま
す
。

続
い
て
13
日
、
第
２
回
政
治
倫

理
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
市
議
会
に
調

査
請
求
を
提
出
し
た
市
民
に
出
席

を
依
頼
し
、
請
求
の
趣
旨
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
管
理
契
約
課
長
に

出
席
を
求
め
、
議
員
の
親
族
（
２

親
等
以
内
）
企
業
に
よ
る
市
公
共

工
事
の
受
注
状
況
に
つ
い
て
、
事

実
を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
午
後
か
ら
調
査
請
求

者
が
指
摘
し
て
い
る
議
員
３
人
に

出
席
を
求
め
、
個
別
に
事
情
聴
取

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
議
員
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
と
名
誉
に
係
わ
る
内

容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
公
開
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
調
査
で
、
議
員
３
人

の
親
族
企
業
は
、
２
０
１
１
年
４

月
～
14
年
７
月
ま
で
の
間
に
、
公

共
工
事
18
件
を
落
札
、
落
札
金
額

は
合
計
約
７
５
４
１
万
円
に
の
ぼ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
審
査
を
す
す

め
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
段
階
で
、

条
例
第
９
条
に
基
づ
き
、
市
民
に

公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
は

遵
守
事
項
に
違
反
し
た
議
員
に
対

し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

今
回
の
こ
と
で
、
市
議
会
に
対

す
る
市
民
の
信
頼
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
ま
す
。
市
議
会
は
、
市
民

か
ら
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
自

浄
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
、
と
り

わ
け
審
査
会
の
役
割
が
重
要
で
す
。

現
在
、
審
査
会
で
は
、
日
本
共

産
党
議
員
団
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に

よ
っ
て
疑
惑
の
解
明
が
行
わ
れ
、

是
正
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

党
議
員
団
は
、
市
議
会
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
引

き
続
き
力
を
尽
く
す
も
の
で
す
。


